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■会 長 ：稲 垣 圭 次 

■幹 事 ：小 川  誠 
■公共ｲﾒｰｼﾞ向上副委員長 
 ：大 原 隆 一 

 

第２９５４回  例  会 （ Ｒ６． ５． ２１ 火 曇り/晴れ ☁☀ ）

点 鐘 稲垣 圭次会長 

R . S 我等の生業  四つのテスト 

幹事報告 小川 誠幹事 

下記クラブは法定休日又は定款による休会 

又はクラブ都合により（メーキャップ受付なし）です 

クラブ名 例会日（曜） クラブ名 例会日（曜） 

岩 倉 5 月 28 日(火) 江 南 5 月 30 日(木) 

瀬 戸 5 月 29 日(水) 春 日 井 5 月 31 日(金) 

☆犬山市制施行 70 周年記念式典 
 5 月 18 日（土）犬山市制施行 70 周年記念式典が開催され 
犬山 RC に感謝状をいただきました 

出席報告（梅田 佳和副委員長） 
出席率 80.95％ 

会員 47 名 出席 34 名 欠席 13 名 

欠席者 安達寛益君 岩沢修之君 兒玉寿君 

野村憲治君 大島匡博君 澤田禅君 
鈴木敏之君 髙橋秀治君 

前例会の修正(5/14 分) 

加藤浩一君(11/16草屯扶輪社)千田光範君(1/12出前授業)

眞野健二君(1/8eCLUBONE)鈴木一成君(5/18 eCLUBONE) 

以上 80.49％を 90.24％に修正 

ニコボックス（梅田 佳和副委員長） 

稲垣圭次君 本日 5 月 21 日の『花』はカスミソウで

『花言葉』は【感謝】です。今日一日、

感謝の気持ちを心がけたいものです。 

（同文にて）福冨孝弘君 小川誠君 大島匡博君 

安田一生君 犬山市制施行 70 周年記念式典にて表彰

状を頂きましたことを喜んで！！ 

（同文にて）福冨孝弘君 

祝 福（宇佐美芳樹委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 岡田 雅隆君 5 月 27 日 

結婚記念日 

小川宏嗣君夫人 公子様 5 月 26 日(御夫人誕生日 6/17)  

 

✿✿ 誕生日 おめでとうございます！ ✿✿ 

 

会 長 挨 拶（稲垣 圭次会長） 

 

 皆さん、こんにちは。 

米国大リーグ パドレスで活躍するダルビッシュ有

投手が日米通算 200 勝をあげました。これは黒田投手

203 勝、野茂投手 201 勝に続き、日本人投手では 3 人

目となる快挙であり、大変嬉しく思います。 

話しは中日ドラゴンズ。現在借金 4 の 6 位と低迷し

ておりますが、6 月 13 日に行われます日本ハムとの交

流戦。会員と家族の皆でエスコンフィールド北海道ま

で応援に行きますので、それまでにはなんとか A クラ

スに浮上してもらいたいと期待しております。 

さて本日は 5 月 18 日（土）犬山市民文化会館で行

われました犬山市制施行 70 周年記念式典のお話を、扶

桑町在住の私から心に残った点を報告させていただき

ます。 

オープニングは記念演奏、市内中学校の吹奏楽部の

合同演奏でありました。4 中学校の生徒が 3 回程の数

少ない合同練習の中での演奏は大変素敵なもので会場

に見えた大勢の方々を魅了したと思います。 

風のうわさに聞くところでは、松平年度では犬山市

内の中学校吹奏楽部の演奏会を開催すると聞いており

ますが、これも大変楽しみなことであります。 

記念演技では犬山中学校アートコミュニケーション

クラブによる活動発表がありました。ユネスコ無形文

化遺産に登録された犬山祭で町内を巡行する車山に乗

った子どもたちが演奏に使っている楽器「小太鼓」「能

管」「鼓」を奏で「謡い」「からくり」で伝統文化を

表現いたしました。 

当日配布されました記念市勢要覧には「犬山市の“

ここ”が好き」『繋がれていく心 犬山祭』として板津

英基さんのインタビューが掲載されております。 
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＜犬山市制施行 70 周年記念市勢要覧より抜粋＞ 
 
 

最後に羽黒小学校 5 年生による記念合唱が披露され

ました。児童たちが主体的に制作に関わり、未来への

希望が持て歌い継がれる一曲を目指して制作した「未

来に向って～明日に輝く犬山の子どもたち」は幼年の

透き通る歌声でこれもまた素敵な合唱でありました。 

記念式典全体、これからの犬山の将来を担う青少年

達を中心に進められましたが、私からはこれから深刻

化する少子化に対してその対策に大いに活躍していた

だきたく期待したいです。 

ところで当日は小川幹事と出席してきた訳ですが、

公益のため、市に多額の私財を寄贈されたということ

で当クラブに感謝状をいただきました。岡田年度 地区

補助金事業として犬山市立図書館に図書、図書備品等

を寄贈したことによるものであります。その当時、私

は社会奉仕委員長でありましたが、図書館長との日程

調整を行う程度の何のお役にも立てなかったことを思

い出しました。当会員のメイデンさん、安田電業さん

も多額の私財を寄贈され、感謝状をいただいておりま

すが、その内容は後のニコボックスでお披露目される

と思います。 

 

 

最後に前例会の全員協議会で発表いたしました吉田

英美さんの入会の件であります。1 週間何の異議申し

立てがありませんでしたので、6 月 4 日の例会にて入

会式を執り行いたいと考えております。 

また 6 月 22 日（土）に予定しております本年度最

終例会はご婦人の方々にも参加していただけるような

企画を親睦委員会で考えていただいていることをお知

らせし、本日の挨拶といたします。 

 

その他委員会報告  

◎親睦活動委員会（宇佐美 芳樹委員長） 

＝最終例会のご案内＝ 

日時：6 月 22 日（土）（＊18 日(火)例会変更分） 

例会 18：30～ 

場所：名鉄小牧ホテル 

 ＊今回はご婦人のご出欠を伺います 

 ＊次週より出欠を確認します 

◎クラブ戦略管理運営委員会（加藤 浩一委員長） 

＝第 2 回クラブ戦略委員会のご案内＝ 

 日時：6 月 4 日（火）例会後 

※本日対象の方にご案内配布 

◎次年度幹事（丹羽 敬昇君） 

＝24-25年度第3回理事会＆第2回クラブアッセンブリー＝ 

日時：5 月 21 日（火）18：00～ 

場所：THE GARDEN（江南市） 

※送迎バス 17：20 犬山駅西口出発 

 

2024～2025 年度のための地区研修・協議会報告① 

（2024-25 年度幹事 丹羽 敬昇君） 

◎第 4 分科会 
2024-25年度 奉仕プロジェクト･社会奉仕副委員長 

鈴木 一成君（報告：国際奉仕） 

テーマ：成長するロータリー・奉仕の力 

 
地区研修協議会第 4 分科会に出席して参りました。 

第 4 分科会は奉仕プロジェクト国際奉仕委員会の分

科会で「成長するロータリー・奉仕の力」テーマでお

話をいただきました。冒頭で次期ロータリー奉仕副委

員長の牧野さんより挨拶があり、後に次期国際奉仕委

員長、渡辺さんから、これまでのロータリー地区国際

委員会の活動のお話しがありました。2020 年から 21

年 22 年とラオスで給水塔の設置、学校の手洗い管理、

また緑化事業として 100 本の植樹をロータリーの協

賛を得て行って来たという報告がありました。しかし、

あくまでもコロナ禍で物理的に事業を展開するのが

不可能の中で取り組んだので、ウィズコロナ、アフタ

ーコロナの本年度からは、地区国際奉仕委員会として

は情報提供や人材紹介を中心とした各クラブの背中

を押す役割を担った活動を行ったということでした。

そこで昨年度は本年度に向かう各クラブへのアンケ

ート調査をして各クラブが持つ国際奉仕に関する情
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報を収集してまとめ、皆様に情報提供ができるよう努

めていき、特に海外で行う奉仕活動ではなく、国内で

もできる国際奉仕活動の情報提供をしていきたいと

言う考えでした。例として日本国内を取り巻く外国人

労働者、愛知県は東京に次ぐ外国人労働者がいて約

28 万人と言う大変な数になっているということで、

外国人の様々な問題をロータリーが関わって解決で

きればと言うようなお話がありました。 

続いてアシスタントリーダー、次期分区幹事の伊藤

さんよりご挨拶がありました。続いて次期国際奉仕副

委員長より今年度の国際奉仕委員会はコロナのこと

がありますので、外向きの活動ではなく、地区の各ロ

ータリーの皆さんの役に立つ情報の発信を徹底する

と言うおはなしをされました。しかしながら様々な活

動を知っていただくためにも 66 のクラブが地区補助

金を使って事業が行われたうちの海外の 2 つのプロ

ジェクトと国内のプロジェクトの紹介がありました。

一つはカンボジアの小学校に給水設備、トイレの設置

をして衛生環境の整備を図った報告。二つ目はラオス

とミャンマーの国境付近の村にミシンと刺繍機を提

供し、そのやり方を指導したと言う事例報告でミシン

は補助金を使って購入したと言うことです。 

最後に国内でできる国際奉仕活動についての報告

で、日本で暮らす外国籍の子供たちが通う日本語教室

の支援の中で、ロータリーが毎月 1 回講師として自身

の職業を語る活動を行ったと言うことです。海外での

事業だけではなくて国内でできる国際奉仕があると

いうことを報告していただきました。地区国際奉仕委

員会では皆さんのそれぞれのクラブで行っていただ

けるような補助的な役割をしていきたいと思ってお

り、皆さんとつながりを持って情報を共有していきた

いと考えているということでした。 

最後に次期ガバナー補佐の野田さんよりまとめの

好評があり終了となりました。 

以上、第 4 分科会の報告とさせていただきます。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 6 分科会 
2024-25 年度 ロータリー財団･国際奉仕委員長 

安田 一生君（報告：ロータリー財団） 

テーマ：ロータリー財団を学ぼう 

 

次年度ロータリー財団・国際奉仕委員会委員長を務

めます安田一生でございます。私からは地区研修・協

議会第 6 分科会のご報告をさせて頂きます。第 6 分科

会は「ロータリー財団を学ぼう」をテーマに進められ

ました。 

 ロータリー財団委員会髙山委員長の挨拶の後、ポリ

オプラス職業研修チーム委員会の田中委員長からポリ

オの説明がありました。ポリオとは脊髄性小児麻痺と

も呼ばれ、ポリオウイルスによって発生する疾病です。

名前のとおり子ども（特に 5 歳以下）がかかることが

多く、麻痺などを起こすことのある病気です。主に感

染した人の便を介してうつり、手足の筋肉や呼吸する

筋肉等に作用して麻痺を生じることがあります。治療

法は無く、ワクチンでの予防が不可欠となっておりま

す。ポリオに対する免疫をもつ人の割合が減ると、流

行する危険があるため、現在も日本でワクチン接種を

受けております。ポリオウイルスの世界での症例数は

2021 年に 6 名だったのが、2022 年は 30 名と増加し、

2023 年に 12 名、そして 2024 年は 2 名と数字的には

減少傾向にありますが、ポリオ根絶のためにはまだま

だ活動を継続することが必要です。 

 グローバル奨学生・平和フェロー委員会長瀬委員長

からはグローバル補助金奨学生の概要が説明されまし

た。グローバル補助金奨学生は海外の大学院でロータ

リーの重点分野のいずれかに該当する分野を専攻する

人を対象とした返済不要の奨学金を給付するプログラ

ムです。2021-22 年度は松浦潤さんがイギリスに留学

し、疾病予防と治療について学ばれました。現在はユ

ニセフの現地派遣員として北マケドニアに行ってらっ

しゃるようです。2022-23 年度は中澤泰子さんがアメ

リカで「疾病予防と治療」、小林美智さんがイギリス

で「平和構築と紛争予防」について学ばれております。 

 補助金委員会藤野委員長からは 2024-25 年度シェア

システムと地区補助金の説明がされました。次年度の

地区補助金の申請は終わっており、犬山ロータリーク

ラブも補助金事業としてプロジェクト名「輝け、未来

の名フィル奏者たち！」と申請はできておりました。

次年度は約 2,600 ドルを補助金として使用できます。

そのほか、他クラブの事業の紹介があり、地区補助金

事業として豊川宝飯ロータリークラブの警察署との合

同の交通安全教室や豊橋ロータリークラブのタイの山

岳民族定住化・生活環境整備支援が紹介されました。 

 資金推進委員会宮田委員長は 2024-25 年度財団寄付

目標の話があり、次年度は各クラブ年次基金一人あた

り 150 ドル以上、ポリオプラス基金一人あたり 30 ド

ル以上、恒久基金１クラブあたりベネファクター1 名

または 1,000 ドル以上とのことです。本年度はまもな

く終わりますが、犬山ロータリークラブは年次基金、

ポリオプラス基金、恒久基金のすべてを目標以上にご

寄付いただいております。そのほか、ポールハリスソ

サエティとポリオプラスソサエティの入会状況の報告

があり、犬山ロータリークラブはポールハリスソサエ

ティが 2 名、ポリオプラスソサエティは 3 名の入会と

なっております。来年度以降はガバナー賞の受賞条件

の中に My Rotary の登録率のほかに、このポールハリ

スソサエティやポリオプラスソサエティの入会率も加

わるそうですので、ガバナー賞受賞の条件がさらに厳

しくなった感じが致します。 
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 堅い話ばかりでしたが、次年度ロータリー財団・国

際奉仕委員会の委員長として地区財団委員会との橋渡

し役とロータリー財団の活動が発信できるよう頑張っ

てまいりますので、宜しくお願い致します。 

以上で地区研修・協議会の報告とさせて頂きます。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 7 分科会 

2024-25年度 米山記念奨学会･青少年奉仕委員長 

千田 光範君（報告：青少年奉仕） 

テーマ：『日本の未来の為に青少年と共に進もう』 

 

第 7 分科会は、インターアクト・ローターアクトに

ついて、その後ライラについて、そして交換留学生に

ついての説明をして頂きました。 

インターアクトクラブは高校のボランティア部の様

な印象を私は受けました。高齢者施設や障害者施設、

復興支援活動など、その活躍の場は非常に幅が広いと

いうことを教えて頂きました。 

続いてローターアクトの説明を受けたのですが、比

較的ローターアクト以外のお話は、どんどん参画をお

願いしますという話だったのですが、ローターアクト

クラブのお話は、勿論 RI の方針もあって推進して行く

べきなのですが、新たに創設することについては、全

国的に会員が減少していることから、情報を取集して

慎重にご決断下さいとお話をされている印象を受けま

した。ローターアクトクラブを通じたロータリークラ

ブのメンバーの役割もかつてに比べると変わってきて

いるとのお話でした。かつては多くのローターアクト

クラブのメンバーに対して、部活動の顧問の様に活動

を見守るというスタンスで良かったかもしれないです

が、現在は少ないローターアクトメンバーに、ロータ

リークラブのメンバーが活動を積極的に促し、見守る

のではなく共に活動を創って、活動をしていくという

あり方に変化してきていますということを発表されて

おりました。 

ライラ、交換留学生はどんどん参加者を輩出して下

さいというお話を聞くことが出来ました。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

◎第 8 分科会 

2024-25 年度 副幹事 梅田 佳和君 

（報告：米山記念奨学会） 

テーマ：未来に向かって、世界平和の架け橋になろう 

地区研修・協議会米山記念奨学委員会関連の第 8 分
科会の報告をさせて頂きます。 

テーマは「未来に向かって、世界平和の架け橋になろ
う」です。 

 

川村次期地区スタッフの開会挨拶で始まり、神谷次

期米山記念奨学委員長のリーダー挨拶がありました。 

リーダー挨拶では 2024学年度の第 2760地区の奨学生

数は 51 名であり、これは全国 863 名のうちで 6％にあ

たる事、この数字は 2650 地区（福井県・京都府・奈

良県・滋賀県）の 55 名、2750 地区（東京都）の 53

名に次ぐ 2660 地区（大阪北部）と同数の 3 番目であ

る事の説明がありました。 

また、個人平均寄付額では全国平均（2022-23 年度）

16,960円対して 2760地区は 15,032円で全国平均を下

回っているため 2024-25 年度は 20,000 円を目指して

いきたいと決意表明を述べられました。全国 1 位は 25

90 地区（横浜市・川崎市）の 27,903 円です。 

そして、米山奨学事業の目的は「奨学生にお金を与

える」事ではなく「人を育てる」事である事を改めて

考えて行動して欲しいとの話がありました。 

委員長に続いて、副委員長・委員により寄付増進に

ついて、奨学生選考の日程・手順・選考基準について、

世話クラブの役割について、地区委員会の活動につい

て順次説明がありました。 

その後、グループ討議をおこないました。米山委員

を含めて 10 人程のグループに分かれて自己紹介をし

た上で主に困っている事について討議をしました。討

議内容は奨学生に対する接し方、奨学期間が終わった

後の奨学生との関わり方等についてでした。 

多数のクラブが奨学期間終了後の奨学生との関係性

が無くなってしまっている事に危機感を感じていまし

た。私共犬山 RC も同様であると思われるため、今後、

良い解決策を見つけていきたいと感じました。 

グループ討議が終わり、山本次期ガバナー補佐の講

評、戸田次期分区幹事の閉会挨拶で 90 分の分科会は終

了しました。以上です。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＝本日のお食事＝ 
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ご 報 告 

○犬山市制施行 70 周年記念式典 

5 月 18 日（土）犬山市制施行 70 周年記念式典が犬

山市民文化会館大ホールにて開催。一般表彰とクラブ

宛にご案内が届き、稲垣会長と小川幹事が出席いたし

ました。 

市に多額の私財を寄贈されたということで、感謝状

をいただきました。 

（岡田年度 地区補助金事業として犬山市立図書館に図書、

図書備品等を寄贈したことによるもの） 

 

 

○犬山市制 70 周年事業 

令和 6 年度犬山市消防団観閲式 

5 月 19 日（日）犬山市制 70 周年事業の一環として

令和 6 年度犬山市消防団観閲式がするすみふれあい広

場にて開催。小川幹事が出席いたしました。 

○（一社）犬山青年会議所 

創立 55 周年記念式典並びに祝賀会 

5 月 25 日（土）（一社）犬山青年会議所創立 55 周年

記念式典が犬山市南部公民館講堂、祝賀会が犬山ローレ

ライ麦酒館にて開催。稲垣会長が出席いたしました。 


